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原子力委員会 放射性医薬品の開発・製造・利用の促進 

及びそのサプライチェーン強化に関する専門部会 

部会長 上坂 充 

医療機関における放射性医薬品由来の廃棄物の取扱いについて 

原子力委員会に設置された、放射性医薬品の開発・製造・利用の促進及びそのサプ

ライチェーン強化に関する専門部会（以下「専門部会」という。）においては、放射性医

薬品の開発・製造・利用の促進に向けた今後の政策的対応の在り方について検討を

進めています。 

 放射性医薬品を用いた核医学診断・治療が近年急速に進んでおり、今後さらに広が

ると期待されています。 

こうした診断や治療を行う医療機関においては、注射器やバイアルなど、放射性医

薬品が付着した廃棄物が発生しますが、これらの多くは、短半減期の放射性同位元素

を利用したものであり、数日～数週間経過すれば、その放射能はバックグラウンドレベ

ルまで低下します。諸外国においては、PET４核種に限らず、医学分野で使用される

半減期の短い RI の使用に伴う RI 廃棄物は、一定期間保管した後に、一般の廃棄物

として取り扱うとしている国が多いです。 

しかしながら、現行の我が国の規制では、PET４核種を除き、一旦 RI が付着した廃

棄物はすべて医療用放射性汚染物として特別な処理をすることが求めており、これが

病院の負担を増加させ、核医学診断・治療の普及拡大を阻害する可能性があります。 

こうしたことから、本専門部会において、最も利用量が多く、かつ半減期の短い Tc-

99m 製剤の使用により発生する廃棄物の処理について、公衆安全を確保しつつ医療

機関の負担を軽減する方法について、以下のような議論を行いましたので、情報提供

いたします。 



 

 

以下の考察を踏まえ、Tc-99m 製剤の使用により発生する廃棄物については、他

核種が混入しないよう３７日間以上適切に保管し、念のため、放射線測定器を用いた

測定により放射線量がバックグラウンドレベルと同等であることが確認された場合に

は、医療法に基づく特別な管理は不要とするという、PET４核種と類似の仕組みを導

入することが合理的と考えられる。 

① 国内で流通している Tc-99m 製剤に含まれる目的外核種は、Mo-99 が最大

0.015%含まれているが、その他の核種については、原料の供給者において適切

な品質管理が行われており、その量は極めて微量であると考えられる。 

② 医療現場において、以下の管理を行うことにより、Tc-99m 製剤由来の廃棄物

に、他の核種が混入することを確実に防止することが可能であると考えられる。 

 Tc-99m 製剤と他の核種の製剤について、使用場所又は使用時間を分け

る。 

 感染性・非感染性の区分に留意し、専用容器に収納する。 

 他の廃棄物と区分して保管する。 

③ 保守的に見積もっても、Tc-99m 製剤由来の廃棄物の放射能の濃度は、全ての

種類の Tc-99m 製剤について、37 日後には RI 法の下限数量（IAEA の免除レ

ベル）を下回り、リスクが十分に低い水準まで低下すると考えられる。 

 

 

なお、専門部会で議論した資料の一部について、添付します。 
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